	（様式第４号）
	第２回　塩田地域協議会　会議概要

	１ 審議会名
	塩田地域協議会
	

	２ 日　　　時
	令和３年２月２５日（木）午後１時３０分から午後３時３０分まで
	

	３ 会　　　場
	塩田公民館大ホール
	

	４ 出　席　者
	浅川委員、荒川委員、安藤委員、尾崎委員、工藤委員、小林委員、齊藤委員、龍野委員、千野委員、寺尾委員、中村委員、浪方委員、西島委員、樋口委員、宮下委員、室賀委員、山下委員、若林（ひ）委員、若林（裕）委員、和田委員
	

	５ 市側出席者
	小林塩田地域センター長、酒井塩田地域振興政策幹、竹内交通政策課長
渡辺庶務企画係長、内藤地域内分権推進担当係長、岩倉主査
市川交通政策担当係長、宮原学園都市推進担当係長
	

	６ 公開・非公開
	公　開　・　一部公開　・　非公開
	

	７ 傍　聴　者　　無　　記者　無
	

	８ 会議概要作成年月日
	令和３年３月３日
	

	協　　議　　事　　項　　等


	１　開　　会（安藤副会長）

２　あいさつ（浅川会長）
３　報告事項
　　・長野大学大学院「総合福祉研究科」新設について担当課・長野大学より資料に沿い
説明・報告
　　・信州鎌倉シャトルバスのリニューアル（運航再開）について担当課より資料に沿い
説明・報告
４　協議事項

（1）わがまち魅力アップ応援事業継続審査について
・事務局より、資料に沿い説明
　　→継続事業についてすべて承認される
（2）上田地域における地域協議会の設置単位の見直しについて
　　・市民参加・協働推進課より、資料に沿い説明

　（会長）（設置単位の）見直案が新たに提示された。これについて、質問、ご意見等頂きたい。
　（委員）地域協議会と住民自治組織の違いということの、基本的なところで、行政の考え方がわからないので、教えてほしい。提言機能というところの違いが非常に重要なことのようによめるが、提言ができる、できないというところがわかるようで、よくわからないので、説明してほしい。
　（市民参加・協働推進課）
提言というのは、地域協議会においては条例で制度化されている。住民自治組織の場合は、要望ができるとか、提言ができるとかいうニーズができないというところである。条例に位置づけられているかどうかということである。
　（委員）提言ということが出てきた場合、それに対して市は、行政として何か答えなければいけないという縛りがあるのか。
　（市民参加・協働推進課）
そのとおりです。
　（委員）地域協議会の地方自治法第１３８条の４第３項というのはどういう内容のものなのか。
　（市民参加・協働推進課）
普通地方公共団体は、法律または条例の定めるところにより、執行機関の付属機関として、審議会、諮問または調査をするための機関を置くことができるということで、このような審議会を設置することができるという条文になっている。
　（委員）しなければならないでなくて、することができるということか。
　（市民参加・協働推進課）
そのとおりです。
　（委員）自治基本条例第１３条第３項は。
　（市民参加・協働推進課）
地域コミュニティーが連携するまちづくり組織を設立することができる。
　（委員）まちづくり組織自体の規定はないのか。
　（市民参加・協働推進課）
そうです。
　（委員）まちづくり組織を、提言できる組織として定義づけしてしまうこともできるということになってしまうが。そうすれば、両方に提言機能を待たせられるということになる。
　（市民参加・推進協働課）
条例に位置づければ、そういうことになる。
　（委員）地域協議会に戻って、上田市地域自治センター条例により設置となっているが、今度提案された内容は、どこの条例によって定義づけしようとしているのか。
　（市民参加・協働推進課）
定義づけは、自治センター条例に設置についてかいてあるので、そのままです。
　（委員）塩田地域協議会については、地域自治センター条例でいいが、全体の条例の中に統合的なものも、そこでできるのかいうことを聞きたい。地域自治センター単位でなくても、統合的なものもそこの中に定義づけするのかを聞きたい。
　（市民参加・協働推進課）
地域自治センター条例と地域協議会規則の２つがある。細かい区分けは、塩田地域とか
川西地域とかに設置する部分について、いくつの地区があるかというのは地域協議会規則で定められており、実際に地域自治センターに地域協議会を設置するという大前提になるのは、地域自治センター条例に記載されている。地域自治センター条例の第５条に地域協議会に関することがのっている。
　（委員）今回設置見直案を提案された時に、どういう条例にどういうふうに定義づけできるのかということまではっきり聞きたかった。
　（委員）地域自治センター条例によって基づいているのは、地域自治センターというのは、上田丸子真田、上田地域自治センターというのがその条例に基づいていて、その中に塩田、川西というのはその枝組織で、その中で組替だからそれでいいということなのか。
　（市民参加・協働推進課）
　　　　　地域自治センター条例には、地域自治センターは上田地域、丸子、真田、武石の４つが記載されている。ただし、上田地域には豊殿、塩田、川西を設置するということ。上田地域自治センターも存在している。地域自治センター条例には、地域自治センターに地域協議会を置くことになっている。ここでいう、地域自治センターというのは、上田、丸子、真田、武石の４つのこと。地域自治センターには複数の地域協議会を置くことができるということになっている。上田地域自治センターについては、複数の地域協議会を置くことになっている。
　（会長）見直し案について、塩田地域協議会として、原案に対して、賛成、反対または付帯意見とか、いつまでに報告すればいいか。
　（市民参加・協働推進課）
　　　　　今回は、付帯意見、見直した後の委員の選出ということは後日ということで、設置案について、賛成か反対かを３月くらいに頂きたい。
　（会長）委員の選抜等は後の話で、この原案について、皆さんの意見、YESかNOか３月末くらいまでにはほしいということですね。
　（委員）今回提案された内容については、その前段として第７期の時にも提案がされているが、それについては令和元年の２月に回答をしている経過がある。そこの意見に対して、その後どのようになったのかが見えない。住民自治組織と地域協議会の合併のような話、発展的解消と言い方をされているが、発展的に解消して、地域協議会をまちづくりへ徐々に移行するという要望をしているが、市の方ではどのような検討をしたのか。もう１点、丸子、真田、武石については平成の大合併で合併したわけだが、この地区の協議会は据え置きである。旧上田については見直しをすると。そこのところの違いを教えてほしい。
　（市民参加・協働推進課）
　　　　　住民自治組織が市内全域にできていない状況である。市内全域に住民自治組織が設立され、活動が盛んになった後、住民自治組織のあり方や位置づけを検討した時に、地域協議会をどうするかという話になっていくが、現時点では発展的解消をすることは考えていない。今後実際に見直しをする時に、委員の選出を含めて検討するので、第７期においての付帯意見もつけてもらいたい。
　（委員）丸子・真田、武石の地域では、住民自治組織はできているのか。
　（市民参加・協働推進課）
　　　　　できている。現在できていない地域は、中央地域である。
　（委員）第７期で意見を出した、３つに分けるという案は検討したのか。丸子、真田、武石の地域協議会はそれぞれ２０人で、右岸左岸は２つにわかれてそれぞれ２０人である。人数が多すぎるから少なくするというねらいがあったはずだが、その人数の減らし方が不公平である。もう少し均等に人数を考えた方がいいのではないか。
　（市民参加・協働推進課）
　　　　　３つに分けるということに関して、もともとの上田地域の現行の設置単位を維持したいということから、現行どおりとしたい。人数について、特に上田地域から減らしてほしいとの声があがっているが、丸子、真田、武石ではそのような意見はあがっていない。上田地域の課題として、人数を減らすようにした。人口比を考えると、確かに比較すると少ないかもしれない。右岸左岸となった場合、塩田地域の委員は６～７人くらいである。意見等については、即答では求めないので、持ち帰って多くの意見を聞いてもらって検討をするようにし、６～７人でも多くの意見が反映できるようにしたいと考えている。
　（会長）第７期において出た意見書の確認。
５　その他

・質疑等なし

　　 ・事務局より次回開催について説明

→令和３年３月１８日（木）午後１時３０分から塩田公民館大ホール
６　閉会



